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［研究目的及び経過］ 

建築研究所は延焼シミュレーション

発を平成 10 年度より続けている。延焼

ンプログラムは市街地火災の広がりを時

る（図 1）。現バージョンは市街地火災

つである火の粉による飛火を考慮してい

火の粉による飛火で甚大な被害を呈する

レーションが実施できない。 

本研究の目的は、 

①火の粉の発生量、飛散範囲、落下時の

験的、数値的に解明し、その結果を

レーションプログラムを改訂する。

②市街地火災の被害軽減を目指して自治

道路拡幅、植栽など、様々な防災対

これらの効果を延焼シミュレーショ

事前評価する。 

③延焼シミュレーションプログラムのア

用拡大を図る。 

［研究内容］ 
（1）サブテーマ 1 

火の粉の発生、飛散、着床着火の各

数値的に解明する。 

（2）サブテーマ 2 

 火の粉の一連のモデル化を行い、延焼

ンプログラムに組み込む。過去の市街地
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oping a simulator for urban fire spread since 1998. It pred

ands’ contribution to the spread isn’t incorporated into the s

d due to spot fires by firebrands, but this situation cannot 

his research subject is to investigate firebrands’ generation

numerical methods, and to incorporate these results into t

ntion measures for decreasing fire damage in town (e.g.: e

lanting trees to prevent heat transfer from fire). Another p

the above measures in advance. Extending use of the sim

ンプログラムの開

焼シミュレーショ

時々刻々と予測す

災の延焼要因の一

いない（図 2）。

る強風時のシミュ

の着火の有無を実

基に延焼シミュ

治体は建物不燃化、

対策を計画する。

ンプログラムで

アジア諸国での利

各現象を実験的、

焼シミュレーショ

地火災を再現し、

プログラムの精度を検証する。

（3）サブテーマ 3 

自治体が行う防災対策を延

グラムで事前評価する。事例を

表する。また、国内利用にとど

利用を試行する。 

図 1 延焼シミ

図 2 市街地火

［研究結果］ 
（1）火の粉の発生、飛散、着

東京理科大学と共同で火災風

クリブを有風下で燃やし、飛散

ラで撮影した（図 3）。ビデオ

速度を明らかにした（図 4）。

と発熱速度の相関を示した。 
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延焼シミュレーションプロ

を収集し、自治体向けに公

どまらず、アジア諸国での

 

ュレーション 

 

火災の延焼要因 

着火の解明 

風洞実験を行った 1)。木材

散する火の粉を CCD カメ

オ画像を基に火の粉の発生

。また、火の粉の発生速度
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図 3 火の粉の発生量の実験的

図 4 火の粉の発生速度

 

図 5 火の粉の質量変化の計

（左：無風時、右：有風時（小型垂直

（2）延焼シミュレーションプログラムの

 火の粉の発生、飛散、着火の実験的、

を踏まえて、国総研と連携して、火の粉

化を行い、延焼シミュレーションプログ

だ 3)。飛火を再現する様子を図 6 に示す

ータにして延焼シミュレーションを行い

火災と比較した（図 7）。 

（3）延焼シミュレーションプログラムの

 金沢市、金沢工業大学と連携し、金沢

災対策の効果を事前評価した。 
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的解明 

度 

 

計測 

直風洞使用）） 

の改訂 

数値的解明結果

粉の一連のモデル

グラムに組み込ん

す。風速をパラメ

い、過去の市街地

の利用拡大 

沢市が計画した防

 韓国湖西大学と共同で、韓国

ミュレーションを実施し、延焼

の一例を図 8 に示す。 

図 6 火の粉によ

（風速 15m/s、30

図 7 風速と延焼速度

図 8 韓国火災警戒地区での
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金沢工業大学と共同で、飛散中の火

を明らかにした 2)。実験の様子を図 5 に

値計算で火の粉の飛散範囲を明らかにし

時の着火の有無については既往の実験結

総発生量） 

火の粉の質量変化

に示す。また、数

した。火の粉落下

結果を整理した。 




